
R１.12 2019.1227 26

①
ま
ち
お
こ
し
事
業
、
②
人
材

育
成
事
業
、
③
特
産
品
開
発
事

業
、
④
文
化
活
動
、
⑤
地
域
活
動
、

⑥
そ
の
他
ま
ち
お
こ
し
と
認
め
た

事
業た

だ
し
、
団
体
の
経
常
的
運
営

費
、
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
、

入
場
料
を
徴
収
す
る
も
の
、
事
業

費
が
５
万
円
未
満
の
も
の
は
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
で
、
１
事
業
の
補
助
対
象
限
度

額
は
30
万
円
ま
で

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整

グ
ル
ー
プ
（
☎
２
７
―
３
１
７
９
）

交
通
事
故
被
害
者
世
帯
へ

の
援
護
制
度

ナ
ス
バ（
自
動
車
事
故
対
策
機

構
）で
は
、交
通
事
故
被
害
者
世
帯

へ
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
方
へ
の
介
護
料
支
給
…
自
動
車

（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に
よ
る
重

度
後
遺
障
害
（
脳
損
・
脊せ
き
損
）
に

よ
り
介
護
を
要
す
る
方
へ
、
後
遺

障
害
の
程
度
な
ど
に
応
じ
て
月
額

３
万
５
４
０
０
円
〜
20
万
９
４
３

０
円
支
給
し
ま
す
。

〇
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
…

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害

（
脳
損
・
脊
損
）
を
負
わ
れ
た
方

の
義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟
に
対

し
、
月
々
一
定
額
の
育
成
資
金
を

無
料
で
貸
し
付
け
し
ま
す
。

〇
交
通
遺
児
等
友
の
会
の
運
営
…

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害

（
脳
損
・
脊
損
）を
負
わ
れ
た
方
の

義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟
の
い
る

家
庭
に
対
し
、
交
流
会
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策

機
構
札
幌
主
管
支
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
機
構
札
幌
主

管
支
所
（
☎
０
１
１
–
２
１
８
–

８
１
５
５
、
Hhttp://w

w
w
.

nasva.go.jp

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
ナ
ス
バ
」で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
）

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
関
心
を

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し

つ
つ
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

12
月
10
日（
火
）〜
16
日（
月
）は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
警
察
署
（
☎
０
１
４
４

–
３
５
–
０
１
１
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

住
民
意
見
募
集

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、
道
内
１
７
９
市
町
村
と

連
携
の
も
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
運
営
し
て
い
る
特
別
地
方
公

共
団
体
で
す
。

こ
の
度
、
広
域
連
合
と
市
町
村

が
連
携
し
な
が
ら
処
理
す
る
事
務

に
つ
い
て
定
め
た
「
広
域
計
画
」

を
改
正
し
ま
す
。
こ
の
第
３
次
広

域
計
画
の
改
正
に
あ
た
り
、
広
く

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
案
件

第
３
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改
正
原

案
）

■
公
表
す
る
資
料

第
３
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改
正
原

案
）
お
よ
び
新
旧
対
照
表

■
資
料
・
募
集
要
領
の
入
手
方
法

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
町
民
福
祉
課
町

民
生
活
グ
ル
ー
プ
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
期
間

令
和
２
年
１
月
６
日（
月
）ま
で

（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
（
札
幌
市
中
央
区
南
２

条
西
14
丁
目　

国
保
会
館
６
階
、

☎
０
１
１
–
２
９
０
–
５
６
０

１
、
Hhttps://iryokouiki-

hokkaido.jp

）、
町
民
福
祉
課

町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
（
☎
２
６
–

７
８
７
１
、
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ゆ
く
り
内
）

情
報
ひ
ろ
ば
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☎
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電
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E
…
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メ
ー
ル　
H
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
℻  
…
フ
ァ
ッ
ク
ス

パ
ソ
コ
ン
講
習

１
月
は
初
級
者
向
け
１
コ
ー
ス

（
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
）、
中
級
者

向
け
１
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ
ル
で
作

る
集
計
表
（
初
級
））、
上
級
者
向

け
２
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ
ル
で
作
る

集
計
表
（
中
級
）、
エ
ク
セ
ル
３

級
検
定
対
策
）
の
計
４
コ
ー
ス
を

実
施
予
定
で
す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
４
４
–
５
５
–

６
６
２
２
、
Hhttp://w

w
w
.

tom
akom

ai.ac.jp/

）

水
道
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

今
年
も
寒
い
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気

予
報
を
確
認
し
、
低
温
注
意
や
水

道
凍
結
注
意
の
予
報
が
出
た
時
は

水
道
の
水
抜
き
を
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

水
道
を
凍
結
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

水
が
使
え
な
く
て
不
便
な
だ
け
で

は
な
く
、
水
道
管
の
破
裂
等
の
原

因
に
も
な
り
、
修
理
費
用
に
多
大

な
金
額
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
厳
寒
期
に
な
る
と
夜

間
だ
け
で
な
く
昼
間
も
凍
結
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
油
断
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
水
抜
き
は
水
抜
き
栓
で

行
い
ま
す
が
、
水
抜
き
栓
は
家
の

中
に
複
数
あ
っ
た
り
、
目
立
た
な

い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
り
も
し
ま
す

の
で
、
場
所
や
動
作
状
況
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

（
☎
２
７
―
２
３
２
６
）

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
国

の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内

■
金
利

年
１
・
６
６
％　

※
母
子
家
庭

の
方
な
ど
は
年
１
・
２
６
％
（
令

和
元
年
11
月
１
日
現
在
）

■
返
済
期
間

15
年
以
内　
※
母
子
家
庭
の
方

な
ど
は
18
年
以
内

■
使
い
道

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金

･

家
賃
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
–
０
０
８
６
５
６

ま
た
は
☎
０
３
–
５
３
２
１
–
８

６
５
６
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
あ
つ
ま
新
年
交
礼
会

町
内
６
団
体
が
共
催
す
る
令
和

２
年
「
あ
つ
ま
新
年
交
礼
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
２
年
１
月
7
日（
火
）17
時

30
分
〜

■
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
大
集
会

室■
会
費

３
０
０
０
円
（
当
日
会
場
受
付

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み

出
席
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
事

前
に
町
商
工
会
ま
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

厚
真
町
商
工
会
（
☎
２
７
―
２

４
５
６
）

北
海
道
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
の
受
付
終
了

北
海
道
か
ら
配
分
さ
れ
る
義
援

金
の
支
給
申
請
の
受
付
が
終
了
し

ま
す
。
義
援
金
の
支
給
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
目
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
か
ら
配
分
さ
れ
る
義

援
金
の
支
給
申
請
は
、
期
限
を
延

長
し
て
受
け
付
け
ま
す
。
す
で
に

町
に
支
給
申
請
を
し
て
い
る
場
合

は
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
受
付
終
了
日

12
月
27
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
２

７
–
２
４
８
１
）

ま
ち
お
こ
し
奨
励
事
業
を

活
用
く
だ
さ
い

町
で
は
、
町
内
の
団
体
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
が
自
主
的
、
主
体
的
に

な
っ
て
取
り
組
む
事
業
を
支
援
す

る
た
め
、「
厚
真
町
ま
ち
お
こ
し

奨
励
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
事

業
へ
の
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業

高等工化学校生徒
〇応募資格　 15歳以上17歳未満の者
〇受付期間　 令和２年１月６日（月）まで（締

切日必着）
〇試験日程　令和２年１月18日（土）
〇試験科目　 筆記試験（国語・数学・社会・

理科・英語・作文）
※第２次試験あり

自衛隊札幌地方協力本部 苫小牧出張所
☎0144‒32‒3725 

自衛官等募集

10時30分～11時 ６日（月）、７日（火）、14日（火）、16日（木）、17日（金）23日（木）、24日（金）、28日（火）、30日（木）、31日（金）
13時30分～14時 15日（水）、21日（火）
15時30分～16時 ９日（木）、27日（月）
 問い合わせ　（一社）苫小牧地区交通安全協会☎0144-33-1458

マチの善意 苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許証更新時講
習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）については、下記

までお問い合わせください。

１月の運転免許証更新時講習の日程

○ この冬も引き続き ｢無理のない
範囲での節電｣ にご協力をお願
いいたします。

○ 詳しくは、ほくでんホームペー
ジをご覧ください

北海道電力からのお願い

北方領土返還要求活動へご協力を

我が国固有の領土である「北
方領土」は、ロシアにより法的
根拠のない占領が続いています。
四島返還の実現をめざすため

にも、日頃から関心と理解を深
めていきましょう。


